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The Survey of the Environmental Hygiene in Campus of  
Hachinohe Institute of Technology 
Junko NISHIMURA†,  Kazuki KUMAGAI††, Mai SEKIKAWA†††, 




   In order to solve the problem of odor from the livestock facility, the relation between weather condition 
and environmental hygiene indexes was investigated. In this result, it was showed that odor and volatile 
organic conpounds were related to weather condition and O2 concentration in air, on the other hand, value 
of the sensor and sense of smell against odor was not. Captured flies had high ratio of small fly in this year, 
and it was considered that populations and life cycle of fly were controlled by weather condition. And 
Enterococcus faecalis and Staphylococcus sp. were detected from the fly and it was confirmed that fly 
routinely expanded infectious diseases. In addition, it was suggested that acetic acid was effective to 
induce the fly.The influence on campus tree by odor wasn’t almost recognized. Based on these findings, it 
is considered that continuous survey will be necessary to improve environmental hygiene in future. 
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 八戸工業大学では大学構内から半径 5 km 以内
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 2.1  気象および悪臭測定と官能評価
 平成 27 年 4 月から気象（天候（目視），風向
（風向計(簡易風力計付)：ArTeC），温度（温度
計：SK 式 1 号，SATO），湿度（乾湿計：SK 式
1 号，SATO）の測定を開始し，5 月からは O2 濃
度測定（酸素濃度計：XOS-326，COSMOS）を開
始した。さらに 6 月から，VOC の濃度測定










 2.2  ハエの捕獲 
ハエの誘引剤には市販リンゴジュースを用い
た。ハエ捕殺用にペットボトルに加工を施し，
リンゴジュース 200 ml，リンゴジュース 195 ml＋
殺虫剤 5 ml，リンゴジュース 190 ml＋殺虫剤 10 
ml を入れ，八戸工業大学構内（バイオ環境工学
専門棟出入り口付近）の地上約 150 cm の箇所に
吊るした。1 週間毎に誘引剤を交換するとともに，
その際に誘引剤中に捕獲されたハエを，体長を
もとに 3 区分（大型バエ 1 cm 以上，中型バエ 5 
mm以上 1 cm未満，小型バエ 5 mm未満）に分け，
各区分での個体数を数えた。  
 






 2.4  ハエ体表面からの細菌の検出
美保野ポーク養豚場の施設付近で捕獲した 4
匹（No. 1-4）と大学構内で捕獲したハエ 1匹（No. 
5）を使用した。滅菌した 0.85%塩化ナトリウム
水溶液 1 ml にハエ 1 匹を入れ，軽く振盪後，菌
液として用いた。菌液 100 µlを標準寒天培地（栄
研化学，東京，日本），BDクロムアガーO157寒
天培地（日本 BD，東京，日本），BD BBLTM 
MYP 寒天培地（日本 BD）に塗抹し，35℃で 48
時間，好気的に培養した。培養後，プレート上
に形成したコロニー数を計測し，菌液 1 ml あた
りの CFU（Colony Forming Unit）を算出した。 
 






































カラム： Shim-pack IC-SC1（島津製作所製） 
 （充填剤基材：ポリメタクリレート） 
温度：40℃ 
移動相：3.5 mmol/L 硫酸:194 µl 
流速：1.0 ml/min 










 8 mmol/L p-ヒドロキシ安息香酸：1.105 g 
 3.2 mmol/L Bis-Tris：0.670 g 
     50 mmol/L ホウ酸：3.092 g 
流速：1.2 ml/min 












 3.1  気象および悪臭測定と官能評価
 4 月から 11 月にわたり，定点気象観測と大気
中の VOCおよび O2濃度の測定を行った。測定期
間内で VOC濃度の最大値は 9月 11日の日中に観




はなかったが，7 月 29 日と 9 月 11 日に違いがみ





















八戸工業大学紀要 第 36 巻 















 2.1  気象および悪臭測定と官能評価
 平成 27 年 4 月から気象（天候（目視），風向
（風向計(簡易風力計付)：ArTeC），温度（温度
計：SK 式 1 号，SATO），湿度（乾湿計：SK 式
1 号，SATO）の測定を開始し，5 月からは O2 濃
度測定（酸素濃度計：XOS-326，COSMOS）を開
始した。さらに 6 月から，VOC の濃度測定










 2.2  ハエの捕獲 
ハエの誘引剤には市販リンゴジュースを用い
た。ハエ捕殺用にペットボトルに加工を施し，
リンゴジュース 200 ml，リンゴジュース 195 ml＋
殺虫剤 5 ml，リンゴジュース 190 ml＋殺虫剤 10 
ml を入れ，八戸工業大学構内（バイオ環境工学
専門棟出入り口付近）の地上約 150 cm の箇所に
吊るした。1 週間毎に誘引剤を交換するとともに，
その際に誘引剤中に捕獲されたハエを，体長を
もとに 3 区分（大型バエ 1 cm 以上，中型バエ 5 
mm以上 1 cm未満，小型バエ 5 mm未満）に分け，
各区分での個体数を数えた。  
 






 2.4  ハエ体表面からの細菌の検出
美保野ポーク養豚場の施設付近で捕獲した 4
匹（No. 1-4）と大学構内で捕獲したハエ 1匹（No. 
5）を使用した。滅菌した 0.85%塩化ナトリウム
水溶液 1 ml にハエ 1 匹を入れ，軽く振盪後，菌
液として用いた。菌液 100 µlを標準寒天培地（栄
研化学，東京，日本），BDクロムアガーO157寒
天培地（日本 BD，東京，日本），BD BBLTM 
MYP 寒天培地（日本 BD）に塗抹し，35℃で 48
時間，好気的に培養した。培養後，プレート上
に形成したコロニー数を計測し，菌液 1 ml あた
りの CFU（Colony Forming Unit）を算出した。 
 

















八戸工業大学紀要 第 36 巻 



















活環をとり，卵-蛹までが約 2 週間，成虫が約 3
週間とされている 10)。さらには，両方のハエに
おいて，温度が高いとサイクルが短く，低いと










35℃で 48時間，好気的に培養した（図 1, 2, 3, 4）。
その結果，No. 3 が体表に細菌を最も多く付着さ
せており（図 1），コロニーの形状から No. 3 は










天培地 No. 3に生育した細菌は腸球菌(Enterococcus 
faecalis)と同定できた。また MYP 寒天培地 No. 1
に生育した細菌は，上位 30 塩基配列との相同率
が最も高かった種は Staphylococcus saprophyticus 
subsp. saprophyticus （ 99.4 ％ ） ， 次 い で
Staphylococcus xylosusであった。いずれもヒト常在
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  








図 4 培養後のプレートの様子 
（BD BBLTM MYP寒天培地） 
 
 さらに，今回捕獲して実験に使用したハエは 5
匹中 3匹（No. 1, 3, 4）がイエバエと同定，また 1
匹（No. 5）はケブカクロバエと推測できた（図 
5）。No. 2 はハエ類ではなかった（図 5）。イエ
ハエ類やクロバエ類はヒトの住環境に密接して












図 5 捕獲したハエ 
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化を分析した（図 6, 7, 8）。 
糖においては，7 月の試料ではすべての糖が顕
著に減少し，なかでも 1試料（果汁 195 ml +殺虫
剤 5 ml）で 3種類とも検出されなかった（図 6）。
11 月は果汁 200 ml でスクロースが検出されなか
ったが，グルコース，フルクトースが増加した。
スクロースが分解され，グルコースとフルクト
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要 旨 
本研究では，八戸工業大学構内の衛生環境をより改善するために，大学構内の気象条件と環境
衛生指標物質のモニタリングを行い，ハエの発生状況，捕獲したハエの種の同定とハエの媒介
する細菌の検出，ハエの誘因物質，構内樹木に対する影響を検討した。その結果，気象条件や
O₂ 濃度の影響によりVOCや臭気の発生が左右されたが，臭気の数値はヒトの感じる「臭い」と
殆ど一致しなかった。また，大学構内の気温推移とハエの捕獲から，気象条件の変動によりハ
エの個体数や生活環が変わることがわかった。ハエ体表からは腸球菌（Enterococcus faecalis）や
Staphylococcus属細菌などが分離され，環境衛生の向上のためにはハエ駆除は必須であることが
わかった。ハエの誘引物質には酢酸が有効であることが示唆された。悪臭による大学構内樹木
への影響は殆ど認められなかった。畜産経営に伴う環境汚染を改善し，衛生環境を整えていく
うえでも，継続的な観察が必要と思われた。  
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